
Ô 財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンスリース債務の償還による支出 －42¶905
EEEEEE

小計 －42¶905

利息の支払 －494
EEEEEE

財務活動によるキャッシュ・フロー －43¶400

Õ 資金増加額 －43¶029

Ö 資金期首残高 1¶349¶280
EEEEEE

× 資金期末残高 1¶306¶250
ÖÖÖÖÖÖ

(注１) 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳
現金及び預金勘定 1¶306¶250

定期預金等 `
EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE
期末資金残高 1¶306¶250

ÖÖÖÖÖÖ
(注２) 重要な非資金取引（現物出資の受入等による資産の取得）
\ 寄附受による資産の増加 12¶286

ÖÖÖÖÖÖ
] ファイナンスリースによる資産の増加 15¶931

ÖÖÖÖÖÖ
(注３) 預り金については、決算日における残高を計上しております。
(注４) 預り金の受入及び払出についてはこれらを相殺し、純額表示しております。
(注５) 預り科学研究費補助金等の受入及び払出については預り金に含めて計上しております。

利益の処分に関する書類（案）
国立大学法人 滋賀大学 （単位；円）

Ò 当期未処分利益 13¶031¶833

当期総利益 13¶031¶833

前期繰越欠損金 `

Ó 利益処分額

積立金

国立大学法人法第35条において準用する
独立行政法人通則法第44項第３項により
文部科学大臣の承認を受けようとする額
教育研究の向上及び組織運営改善積立金

13¶031¶833
EEEEEE

13¶031¶833
EEEEEE

13¶031¶833
ÖÖÖÖÖÖ

国立大学法人等業務実施コスト計算書
（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

国立大学法人 滋賀大学 （単位；千円）

Ò 業務費用

\ 損益計算上の費用

業務費 5¶364¶745

一般管理費 493¶328

財務費用 502

臨時損失 4¶434
EEEEEE

5¶863¶011

] （控除）自己収入等

授業料収益 －1¶918¶095

入学料収益 －264¶304

検定料収益 －80¶443

受託研究等収益 －12¶697

受託事業等収益 －26¶533

寄附金収益 －50¶781

資産見返運営費交付金等戻入（授業料） －54¶215

建設仮勘定見返運営費交付金等戻入 －23¶612

資産見返寄附金戻入 －2¶964

財産貸付料 －19¶124

財務収益 －74

講習料収入 －16¶595

その他の雑益 －10¶715

臨時利益 －4¶311
EEEEEE

－2¶484¶468
EEEEEE

業務費用合計 3¶378¶542

Ó 損益外減価償却相当額 380¶868

Ô 損益外減損損失相当額 84

Õ 損益外利息費用相当額 16

Ö 損益外除却差額相当額 1¶166

× 引当外賞与増加見積額 －14¶196

Ø 引当外退職給付増加見積額 －283¶473

Ù 機会費用

国又は地方公共団体の無償又は減額され
た使用料による貸借取引の機会費用

9¶171

政府出資の機会費用 97¶248
EEEEEE

106¶419

Ú 国立大学法人等業務実施コスト 3¶569¶428
ÖÖÖÖÖÖ
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(注１) 国又は地方公共団体の財産の無償又は減額された使用料による貸借取引の機会費用の算出
方法は以下のとおりとしております。

・無償使用許可を受けている艇庫敷地については、港湾法第37条第４項の規定に基づく滋賀県港
湾占用料等徴収条例に規定の占用料単価を使用面積に乗じて算出された額を機会費用としてい
ます。
・国より使用許可されている合同宿舎に入居の本学職員が負担する宿舎料金について、近隣地域
における賃貸借料の市場価格を参考に算出し、機会費用として計上しております。

(注２) 政府出資の機会費用の算出は、10年利付政府保証債の平成25年３月末利回りを参考に、
0•560％で計算しております。

(注３) 計上の引当外退職給付増加見積額には、国又は地方公共団体からの出向職員に係るコスト
（44¶855千円）を含んでおります。
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